
132

新 し い ス キ ・一一一一回 転 技 術 の 指 導 段 階
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1969年 に は,全 日本ス キー連 盟(S.A.J.)教 育 部の総力を あげて新 指導体系の確立にの

り出 し1),回 転 の運動要 素を 「身体 の上下動 の運動 」と 「両 スキ ーへの荷重の変 化」に し

ぼ って体系 化 し2),世 界 に先 がけたと思われる 日本独 自の技術 内容を織 り込んだ教程3)を

出 した.そ の理論的裏付 けは西山4》に負 うと ころ大 であ った と思われるが,丁 度世界の一

般スキ ー界で も技術革新の波にの っていた.S.A.J.教 育 部会 は,そ の後更に技術分析 と

体系化の研究を進めた5).そ して回転の きっかけに屈膝平踏 み先落 としを使 い,角 付 けの

なめ らかな切 り換えによ るターンをね らい として6),抱 え 込み送 り出 しの技術(曲 進系 技

術 と称 して)を 主体にスキ ー教程の改訂をみた.

一 方
,… 般スキ ーにおけ る世界の指導的立場に あるオ ース トリアにおいて も1955年 以 来

16年 ぶ りに(1971年),ス キ ー教程7}を 大 幅 に改訂 した.世 界各国夫 々次のよ うな各称をつけ,

そ の重点の 置きどころ も異な るものでは あるが,わ が国の 「抱え込み送 り出 し」の技術に

還元 しうる共通 した運動がみ られ る.オ ース トリアはWellentechnik(波 の 技術),ド イ

ッはAusgleichstechnik(デ コボ コをな らす技術),ま た はSchleuderschwung(膝 か ら

下を はじき出す,ま たは投げ出す シュブンク),ス イス はOKSchwung(Oberschenkel-

Knie-Schwung上 腿 と膝 を使 うシ ュブ ンク),フ ラ ンス はAvalment(コ ブ または波を呑

み込む),イ タ リァではSerpentina-Sprint』(蛇 の よ うに うね うね と敏捷に まわ る回転)

と いうように8).

そ こで,本 研究 はこの世界的技術傾向で ある 「抱え込み送 り出 し」の技術 を初心者か ら

学習 させて,如 何 にはや くそれ を習得 させ るか とい う指導段階 に焦 点 を しぼ ることに した.

日本 のス キー界で はSAJス キ ー教程 によ って指 導す るのが普通 であ るが,教 程9)の 回

転技術体系 をみ ると基礎回転技術 と回転技術 の発展段階(曲 進系,ス テ ップ系,ジ ャンプ

系,そ の他 の技術),更 に 総合 応用 にわかれ,初 心者,初 級者 にとって は初歩動作 や基礎

滑 降技術 に次 いで,ま ず基礎 回転技術 を学習す る ことになる.そ して 「ここで習得 した動

作要領 は,次 の発展段階 の曲進系 に直結 する10)」 と考え られて いる.し か し,こ の基礎回

転技術 と曲進系技術 には夫 々不必要 と考 え られ るような,あ るいは学習者 や指導者 を知 的,

身体 的に混乱 させ るよ うな運動要素 および練習方法 が含まれているよ うに考え1D,も っ と

簡略化 した動作要 素によるT.指 導 段階(第1-2表)を 試作す る ことに した12).こ こで

の動作要 素 としては,膝 足 首の屈 と伸および膝 の左右へ のき りかえ動作 に絞 って いる.

従 来,ス キ ー指 導に関する教育学 的,方 法論 的な研究 は多 くみ られるが,指 導段階 の考
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察 は 少な く,そ れ も部分 的研究 が主 であ った13).ま た,時 代 とともに多角度か ら技術分析

も進み,急 速 なる技術 革新 によ ってそれ らの研究 も技術 的には時 代のずれを感 じないわけ

にはいかない14).そ して またSAJス キ ー教程 の指導段階に対す る他 の指導段階 との比較

実験 的研究 はなされ ていなか ったように思 う.

そ こで,本 研究 はS.A.J.の 指 導段 階(第1-1表15))に よ る学 習群 をS.グ ル ープと し,

T・指 導段階 による学習群 をT.グ ル ープ として,グ ル ープ別指導 によ りその学習効果 を比

較考察 し,指 導段階 の検討 を試みた ので ある.

第1-1表S.指 導 段 階

基礎滑降技術

1

直

滑

降

S.No.

1

9
自

}

Q
J

練 習 方 法

①平地で,基 本姿勢をとり,足 首,膝 のなめ らかな曲げ伸ばしをする.

② ごくゆるい斜面を滑る.

③足首,膝 のなめらかな曲げ伸ばしをする.

④⑤⑥省略

4① 平地で,基 本姿勢をとる.皿

プ

多:灘 鰐覧驚購窪廊錨 総∵
皿斜滑降,皿 横すべり 省略

基礎回転技術

1

プ

ル
ー
ク
と
直
滑
降

皿

ボ

ー

ゲ

ン

プ

ル
ー

ク

ス

チ

ャ

ニ
ア
初
歩

皿

シ

ュ
テ

ム

・
ク

リ

7

8

9

…
10

①膝を伸ば したプルークから,膝 を浅 く曲げて直滑降に移る.

¶
⊥

0
自

」

り0

1
⊥

-
⊥

-
⊥

②この動作を連続 して行なう.

③プルークから直滑降に移るとき,膝 を深 く曲げて行なう.

④ この動作を連続 して行なう.

⑤省略

①膝をわずかに曲げ伸ばして,浅 い弧のプルーク・ボーゲンを行なう.

② 回転内側の膝をわずかに曲げて内スキーの角付けをゆるあ∴それを回転のキ"1-『

.ケ として,一一外側Q)踵 の押 し出しを強めて,浅 い弧のプル0ク ・ボーゲンを連続する.

③屈膝平踏み先落としを意識的に使い,深 い弛のプルーク ・ボ0ゲ ン

④省略

14

ド0

一

ρ0

一

7
ー

i
⊥

}

-

⊥

一

-

⊥

18

③スキーをV字 型に押 し開きながら先落としを行ない,屈 膝平踏みによって内スギー
スキーをそろえて回り込む.連 続.

④スキ0をV字 型に押し開きなが ら屈膝平踏み先落としを行ない,内 スキーの角付=
け切り換え, スキ0を そろえて回 り込む. 連続.

⑤スキーの開きを しだいに小さくし,内 スキーの切 り換え時期も早めて,一なあ らが
な回転を連続する.

① プ ル0ク ・ク リス チ ャニ ア

② シ ュテ ム ・ギ ル ランデ

ー の角 付 け切 り換 え ,
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皿

パ リ初

ラス歩
レチ

ノレヤ
　ニ

クア

v

s
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T

ケ

黎

19

…
20

一
21

一
22

㎝
23

一
24

　
25

26
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①山まわりクリスチャニァ(膝 を曲げて角付けをゆるめ,続 いて膝をわずかに伸ば
しながらスキーを押 し出 し,後 半,再 び膝を曲げ,角 付けを強めて回り込む).

②斜滑降の角度をしだいに急にして,山 まわりクリスチャニアを行なう.

③屈膝平踏み先落としの浅い弧のパ ラレル ・クリスチャニアを連続する.

④ しだいに深い弧の連続パラレル ・クリスチャニアに進める.

① フォールラインに沿って,浅 い弧のパラレル ・クリスチャニアを連続する.

② この動作をしだいに速 くして行なう.

③ ストックを併用する.

④回転弧やリズムをいろいろに変えて,ウ ェーデルンを行なう.

⑤省略

第1-2表T.指 導 段 階

基礎課程

1直 滑降とプルーク

1

直
滑
降

と
プ

ル
ー
ク

の
姿
勢

2

直

滑

降

と

プ

ル

ー

ク

3

直

滑

降

膝

T.No.

1

2

3

図 示

㊧
レ

r
⑭
レ伸濁

判

㊧

屈〆N屈

要 領

基本の直滑降姿勢

で立 った状態から

屈膝プル0ク 姿勢

となる.

中屈膝の直滑降姿

勢で立 った状態か

ら伸膝プルーク姿

勢となる.

基本姿勢の直滑降

から屈膝のプル0

クとなる.

4
申イ

⑭

申イ

申申

1褥

5
1出N屈

}

中屈膝の直滑降か

ら伸膝のプルーク

となる.

直滑降で膝のili伸

を大きく数回行な

い伸膝の次に屈膝

のプルークとなり,

で きれば停止する.

目的 ・注意点

基本の直滑降姿勢

と踵押 し出しの感

覚およびプルーク

姿勢を覚える.

中屈膝の直滑降姿

勢と伸膝踵押し開

き感覚および伸膝

フ。ル0ク 姿勢を覚

える.

T.1の 感覚を滑降

中に覚える.

使用斜面

T.2の 感覚を滑降

巾に覚える.

直滑降でのバ ラン
ス練習と足首,膝

の柔軟な動き,お

よびプルークでの

エツジング感覚を

覚える.

平 地

//

ごくゆる

い斜面で

下が平地

になると

ころ.

!ノ

ii
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屈

伸

と

プ

ル

ー

ク

4

直

滑

降

と

プ

ル

ー

ク

の

連

続

6

7

8

申イ

II屈

日 伸

無[{

申イ

屈

i4イ

出

T.5の 直 滑 降 で,

屈 膝 の次 に 伸 膝 の

フ。ル,一.クと な る.

伸膝プルークでの

エツジングを膝を

軽 くゆるめること

によりスキ0の テ

ールの開きを少な

くする 連続.

T.7の 状態で膝を

ゆるめるとき,膝

を前に曲げること

によって平踏みと

なり,直 滑降にな

る 連続.

T.5に 同 じ.

伸膝押し開きの運

動感覚とエツジン

グによる雪面抵抗

の解放を覚える.

皿 プ ル ー ク ・ボー ゲ ンと プル0ク ・シ ュブ ン ク

1

片
脚
交

互
の
プ

ル
ー
ク

/

申

手イ

T.8の 要領をその

まま片脚ずつ交互

に行なう.

スキーは自然に蛇

行するようになる.

//

T.7の 運動感覚と

平踏みの感覚を覚

える.

伸膝押し開きと平

踏み先落としの二

つの運動要素を学

ぶ.'

//

9

2

プ

ル
ー
ク

・
ボ

ー

ゲ

ン

10 申イ

T.9の 運動を脚部

のなめ らかな動き

により行なう.

回転弧もだんだん

深 くしてゆく.

動 作 はあせ らず

T.8の 感覚をその

まま片脚ずつ行な

うようにする.

腰 の上下動は少な

し、方^カごよし、.

//

あ くまで もT.8

や9の 感覚で,特

に片脚の屈膝と反

対側脚の伸膝のつ

なぎ部分をスムー

ズに行なうこと.

ご くゆる

い斜面

//

X35
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3

両
膝
き
り
か
え

の
プ

ル
ー
ク
と
直
滑
降

4

プ

ル

ー

ク

山

ま

わ

り

シ

ュ

ブ

ン

ク

5

プ

ル
ー

ク

・
シ

ュ
ブ

ン

ク

ii

12

13

14

15

⑱

→膝外へ

膝内へ

中屈膝プルークか

ら膝の屈伸をせず

にスキ,一一.を踏みつ

けるように両膝を

同時に外側へ開 く

ようにする.次 に

両膝を内側へ寄せ

ながら踵を押 し出

しフ。ルークになる

連続

⑭

膝内

膝外へ

⑭

㊥

中屈膝プル.一クか

ら回転内側の膝を

回転方向にきりか

えて山まわりとな

る.

膝の屈伸をせずに

T.11の 要 領を片

膝だけで行ない,

エ ツジもきりかえ

る.

T.12と 同様,中 屈

月黍プノレ0ク から回

転内側の膝をきり

かえ,エ ツジング

を換えながら両脚

を押し伸ばして山

まわりとなる.

基本姿勢の直滑降

から屈膝プル0ク

とな り,T.13の

要領で山まわりシ

ュブンクをする.

屈膝プルークから

両膝を開 くときの

平踏み状態とスキ

ーの平行および両

膝を内側へ寄せな

がらの踵押 し出し

の感覚を覚える.

動作はゆっくり.

屈膝での膝のきり

かえ,す なわちエ

ッジのきりかえを

覚える.

動作はゆっくりす

ることと足首を鋭

角に保っているこ

と.

左右練習する.

T.14の ス ター ト

位置をフオ0ル ラ

インから次策に斜

めにとり谷まわり

を連続させる.

腰の上下動はなる

べ くおさえるよう

にする.

重心をうまくスキ

ーにのせているこ

と.

左右練習する.

左右練習する.

屈膝プルークから

回転内側の膝を徐

々にきりかえスキ

ーがフオールライ

ン上にくるまで待

つ気持が大切.

//

緩 斜 面

ii

ii

〃



高橋:新 しいスキー回転技術の指導段階

皿 シ ュテ ム ・シ ュブ ン クとパ ラ レル ・シ ュブ ン ク(ウ ェー デ ル ン)

ー

シ

ュ

テ

ム

・

シ

ュ

ブ

ン

ク

2

ブ

ラ

イ

ト

・
シ

ュ
ブ

ン
ク

3

パ

ラ

レ

ル

・
シ

ュ
ブ

ン
ク

16

17

18

19

20

屈膝

T.15の プ ル ー ク・

シ ュブ ン クで,テ

ー ル の開 く角 度 を

次第 に小 さ く して

ゆ き,ス ピー ドに

慣 れ る よ うに す る.

T.16の シ ュテ ム ・

シ ュブ ン クで,ス

ピー ドを 生 か し内

膝 き りか え 時 期,

伸 膝 の時 期 を は や

め る.

T.16,17の 要領で

屈膝プルーク時期

に完全に屈膝する

ことにより,ス キ

0のV字 型をな く

す.

i

、

! 、

、

,

、一ー

O

⑭

凹凸斜面を使用す

ることによりパ ラ

レルのままでター

ンをする.

ス トックを併用 し

てパ ラレルのまま

で浅い弧のターン

から次第に深い弧

のタ0ン にする.

プル0ク の角度は

小さくするが,両

スキーを揃える時

期をはやくしては

いけない.回 転内

スキ0が フォール

ライン上に くるま

で待つこと.

スキーがフォール

ラインに向くまで

に揃えて押し伸ば

しを続ける.

伸膝は次第にスキ

0を 走らせ るよう

な感覚にもつてゆ

く.

テールの開きにこ

だわらず完全に屈

膝することにより

自然にブライ トの

ままでターンがで

きるようになる.

緩 ・中斜

面

できるだけス トッ

クを併用 して,き

っかけ時のタイミ

ングを覚える.

ii

/ノ

凹凸の緩

・中斜面

き っか け時(屈1漆

と ス トッ ク)の タ

イ ミング と ス トッ

ク ワ0ク を覚 え る.

緩 ・中斜

面
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4

シ

ュ
テ

ム

・
ウ

ェ
ー

デ

ル

ン

5

ブ

ラ
イ

ト

・
ウ

ェ
ー

デ

ル

ン

6

。フ

ル

ー

ク

・
シ

ュ
ピ

ー

ル

・
ウ

ェ
ー

デ

ル

ン

21

22

23
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④

⑧

◎

「
ー

」

「
1
-

I
I
I
l
」

T.16,17の シ ュテ

ム ・シ ュブ ン クの

回転 リズ ムを な め

らか に速 め る.

ス トッ クは で き る

だ け 併 用 す る.

T.18の ブ ラ イ ト ・

シ ュブ ン ク,T.20

のパ ラ レル ・シ ュ

ブ ン クの回 転 リズ

ムを な め らか に速

め る.

ス トックは併 用 す

る.

④ 中屈 膝 でT.10の

要 領 の プル ー ク ・

ボ ーゲ ン(回 転 外

脚 の 伸膝 押 し出 し)

⑥ 次 に 回転 内側 の膝

を 回 転 方 向 に き り

か え る動 作 も意 識

して.

◎次 第 に両 膝 の 同 時

回転 方 向 き りか え

1と 同時 伸 膝 押 し出

しの運 動 に も って

ゆ く.

腰 の上下動はでき

るだけおさえる.

回転 リズムをつか

むようにする.

T.21に 同 じ.

⑧か ら◎への運動

の動作要素をなめ

らかに移 してゆ く

ことが大切で,単

にスキを揃えるこ

とを意識 してはい

けない.

両膝同時きりかえ

の時点でス トック

を併用することも

よい.

//

//

長い緩斜

面や中斜

面

完成 ・応用課程は省略.

方 法

1対 称者,期 日,場 所

a奈 良教育大学学生,18才 ～20才,初 心者,女 子16名(Sグ ル ープ7名,Tグ ル ープ

9名)

1{召不iI47向三3月3日 ～6日(4日1凸 」)

長 野県,野 沢温 泉スキー場(次 のb,cも 同場所)

指 導 占』Tお よびK

b奈 良 県立添上高校体 育科2年 生生徒,16,17才,初 心 者,男 子15名(Sグ ル ープ8

名,Tグ ル ープ7名)

昭 和48年2月6日 ～9日(4日 間)

■
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指 導 者Uお よびT

c奈 良 教育大学学生,18才 ～21才,初 心 者,男 子21名,女 子22名(男 子Sグ ル ープ11

名,Tグ ル ープ10名;女 子5-10名,T-12名)

昭 和48年3、 月2日 午後～6日 午前 中(正4日 間)

指 導者Muお よ びU;1お よ びMa

以 上 の外,指 導段階の研究 と観察 に次 のものも使 った.

(1)奈 良 県立添上高校体育科2年 生生徒,16,17才,初 心者,男 子11名,昭 和47年2月

1日 ～4日(4日 間),長 野 県野沢温泉ス キー場,指 導者U,

(2)白 峰 会所属SAJ公 認 準指 導員,男 子9名,昭 和47年3月2日(半 日と夜2時 間の

意見 聴取),野 沢,指 導者T(以 下 同 じ),

(3>奈 良 大学学生,18才 ～21才,中 級者,男 子4名,女 子2名,昭 和47年3、 月15日 ～18

日(4日 間),長 野 県戸狩 第2ス キ ー場,

(4)白 峰 会会員,19才 ～30才,中 ・上級者,男 子12名,女 子5名,昭 和47年3,月19日 ～

21日(3日 間),戸 狩 第2,

(5)奈 良 大学学生,18,19才,初 心者,男 子2名,女 子2名,昭 和47年12月19日 ～22日

(4日 間),戸 狩 第2,

(6)白 峰 会会員,23才 ～38才,上 級者,男 子7名,昭 和47年12月30日 ～48年1、 月1日(3

日間),戸 狩 第1,

皿 手 続

(1)対 称 者 は,奈 良教 育大学ス キー実習 および奈 良県 立添上高校体 育科 スキ ー実習に参

加 した10名 前後 の初心 者の班(無 作為抽 出)を その まま夫 々S.とT.の グ ル ープ とし

て使用 し,特 別編成 は しなかった.

(2)指 導 者 は,SAJ公 認 準指導員 および著者(SAJ専 門 委員,指 導員)で,技 術,指 導

能力等 の相違が少 ないと思われ る者 を夫 々の班 に選 んだ.

(3)使 用 斜面 は,踏 み な らした条件 の良 い斜度約5。 ～15。 位 のと ころ.

(4)使 用 用具 は,統 一 しないで大学や高校 の備 品と して の用具 が大 多数で,わ ず かに個

人用 と貸スキ ーで あった.靴 は殆 ん ど硬質 ビニール製で,ス キーの長 さは従来 の常識

程度の もので あった.

(5)学 習時 間は,毎 日9.30～11.3013.00～16.00の うち,休 憩 や場所の移動等で,一

日tF.味約4時 間 とした.

(6)指 導 に関 しては,S.とT.夫 々 の指導段 階の順序 を忠 実に指導 してゆ くが,反 覆 学

習は当然認めた.指 導上の方 法論的要因をで きるだけ影響 させないよ う各段階の展開

は,説 明 と示範,練 習,グ ル ープ全体 への矯 正注意 とし,各 学習者への矯 正は省いて

個 人的には 「良 し」,「もう少 し」,「惜 しい」,「がんばれ」その他等 の単語のみに した.

説 明事項 は教程 やT.指 導 段階に示 された ものを指導者 に 一任 して特別規制 は しな か

った.指 導隊形 は一般 に使用 され ている一一列 の一人 ずつ滑降.初 歩 的動作の学 習は両

グル ープ とも約90分 を あて,そ の後,各 指 導段 階表 に示 した通 り指導 した.

観 察事象 としての技 術習得程 度は,客 観的な判定 や測 定は不 口∫能で あるので,指 導

者の経験 を生 か した観 察,判 断による ことに したが,各 段 階の主要運動要 素を把握 し

た上での身体全体運動 に観点 をおき,グ ル ープ中の約80%以 上 の者が満足 された状態

で次の段 階に進 める ことを原則 と した.し か し前記 のよ うに これの実施 困難 な場合 は

指導 者一一任で,夫 々の段階学習 に要 した時 間を記録 し,学 習状 態の観 察を した.各 指
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導段 階の中で 同質 または漸進 的課程 はまとめて記録 した(S・No・2・3;7・8;9・10;

11,12;17,18;T.No.1,2;16,17).な お,学 習者に対 して他 グル ープとの指導

段階の相違か ら生ず る特別意識 はで きるだけ持 たせ ないよう配慮 した.

(7)観 察 の記録 としては,時 間記録の外,8ミ リ撮 影機 を用 いた.ま た指 導者か ら観 察

意見や指導段階の意見 を聴 取 した。

結 果 と 考 察

第2-1表S.group学 習所要時間(単 位分)

S.No.

直

滑

降

プ

ル

ー

ク

プ

ル
ー
ク
と
直
滑
降

ボ

ー

ゲ

ン

プ

ル
ー

ク

ク

リ

ス
チ

ャ

ニ
ア

シ

ュ
テ

ム

・

1

2

3

4

5

6

ー
7
-

OO

91
0/10

謝
13

14

15

16

17

is

aIb

女子

5

80

5

90

60

60

90

190

180

80

80

(40)

男子

5

70

5

70

40

60

60

130

140

90

90

180

(20)

C

男子

5

70

5

80

30

60

70

120

130

60

70

200

(60)

C

女子

5

90

5

80

50

70

80

180

210

ioo

80

(0)

男子平均

5

70

5

75

35

60

65

125

135

75

80

190

(40)

女子平均

5

85

5

85

60

65

85

185

195

90

80

(20)

男女平均

5

77.5

5

80

47.5

「 一一 一一

62.5

75

155

165

82.5

80

(125)

1日(240

分)に 対
する%

2.08

32.29

2.08

33.33

19.79

4日(960

分)に 対
する%

0.52

・'

0.52

8.33

4.95

26.04

31.25

64.58

68.75

34.38

33.33

(52.08)

6.51

7.gi

16.15

17.19

8.59

8.33

(13.02)
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第2-2表T.group学 習所要時間(単 位分)

直

滑

降

と

プ

ル

ー

ク

直
・
v
連
続
・禄
ル尼

T.No.

ー
噌
⊥

り
自

3

4

5

6

7

8

プ

ル
ー

ク

・
シ

ュ
ブ

ン

ク

シ

ュ
ブ

ン
ク

シ

ュ
テ

ム

・

9

io

11

12

13

14

15

16

17

a

女子

io

60

40

40

35

60

80

140

140

80

80

60

60

(75)

b

二男子

10

50

40

30

30

50

60

ioo

120

60

60

40

40

lio

C

男子

10

60

40

40

30

60

60

90

i10

・'

70

40
150

C

女子

10

70

50

40

25

70

80

i

120ii

170

80

70

50

70

90j(55)

_.ド

(160)(130)j

男子平均

io

55

40

35

30

55

60

95

115

70

65

40

45

100

(145)

1

女子平均

10

65

45

40

30

65

80

130

155

1日(240

男女平均 分)に 対
する%O

10

60

42.5

37.5

30

60

701

4.17

25.00

17.71

15.63

12.50

112.5

X35

$0

75

55

65

(65)

75

70

47.5

55

(155)

25.00

29.17

46.88

56.25

31.25

29.17

19.79

22.92

4日(960

分)に 対
する%

1.04

6.25

4.43

3.91

3.13

6.25

7.29

11.72

14.06

1(64.58)

i
J

7.si

7.29

4.95

5.73

(16.15)

両 グル ープの学習所要時間は,第2-1表,第2-2表 の通 りで あるが,こ れ は両指導

段階 の要領 および指導者の観点,理 念の相違 によ りデ ータが異 なるので,こ れだけの結果

で両者の学習効果を詳細に考察す ることはで きないよ うに瓜 う.例 えば10分 や20分 の 相違

がその まま学習効果の相違 として認め ることには危険が伴 うので,参 考資料 として考えた

方が無難で あろ う.

方 法皿手続⑥ の 「グル ープ中の80%以1二 の者が満足 された状態で次の段階に進め ること

を原則 とする」 とい うことは案の定特にS.グ ル ープ について は無理 で あ っ た(S.No.6,

14,15,16等 の 段階)の で,こ れ は固 執 しなか った.そ れを強行 していたな らば,シ ュテ

ム ・ク リス チ ャニアには進 めなかっただろう.や は り反覆,漸 進 的に指 導すべきであ り,

一 つの段 階学習 のために長時 間を費 やすのは好 ま しくない .SAJ教 程 に も,「 生徒 の個 々

の条件 を無視 し,画 一 的に技術体系 の順序 を当てはめ る 指導は避け るべ きで ある.種 目

の順序 を変え た り,併 用練習 を取 り入れ た り,効 果 的な バ リエーシ ョンを 加 えるなど,

云 々16)」 と うた ってい る通 りで ある.し か し,ま た「この教程 の技術体系 は,多 くの指導事

例 につ いて十分 に検討 を加え,そ のまま指導 の順序 と して生 かせ るように考えて ある1?).」

と あるのは,少 し矛盾 してい る.そ の点T.指 導 段階はスム ーズに技術学習 を重ねてゆけ
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た し,ま たその方 が学習効果 があが る.

4日 間 の期 間中で最終 的な学 習結果,状 態 を比較 考察 すれば,男 子 では両 グル ープ とも

シュテム ・ク リスチ ャニアの初歩 的な ものを習得 する ことができて,両 者 には大 きな差は

み られ なか った.強 いて云えば,わ ずかにT.グ ル ープはフ ォーム的に腰位 置の低 い こと

とターンの安定性が認め られた.こ れ はプル ーク ・シ ュブンク(T・No・15)と シ ュテム

・シ ュブ ンク(T.No.16,17)の 間 に運動要 素の本質 的な相違 がないか らで あろ う.女

子では,S.グ ル ープはプル ーク ・ボーゲ ンの習得 はで きたが シ ュテム・ク リス チャニアに

は導入段階で終 って しま った.T.グ ル ープは プル ーク ・ボーゲ ンか らプル ーク ・シ ュ ブ

ンクに進む ことがで きたので,S.グ ル ープよ り学習効果 があったと思われ る.

第2-3表 プル0ク ・ボ0ゲ ンまでの

学習所要時間

(単 位)

分男

1時 間

子 旧:時 間

間

間

間

聞

分

時

分

…

蒔
　

　

　

時

日

時

一
日

女

子

男
女
平
均

S.group

575

9.35

2:1.35

770

12.50

3:0.50

672.5

11.12

2:3.12

T.group

495

8.15

2:0.15

620

10.20

2:2.20

557.5

9.17

2:1.17

第2-4表 プルーク・ボーゲンだ けの

学習所要時間

　
(単 位)lS.groupT・group

　 ト
男1分260-210-一.

1蒔 … 商i42・3.3・

刻 口:時 間11:0・20・:-0・30
　

分380285女

11'r措 ユ6.204.45

子 口:時 間1:2
.201:0.45

!分3201247
.5男

睾i時 間5.2・4.・7

均i・:i-1

i1:1・2・1:0.・7

初 心 者 がご くゆるい斜面で,は じめて ター ンを しなが ら滑べれ るよ うになるプルーク ・

ボ ーゲ ンについて考察 する.初 歩動作 を除 いて,直 滑 降か らプル ーク ・ボ ーゲ ンまで に要

した時 間を第2-1表,第2-2表 の結果 か ら求 めると第2-3表 とな り,両 グル ープを

比較 すると男子1.20時 間,女 子2.30時 間 の差でT.グ ル ープ,ま たプル ークボ ーゲ ン学習

だけに要 した時間は第2-4表 で,男 子0.50時 間,女 子1.35時 間 の差でT・ グル ープがい

ずれ もS.グ ル ープよ り短時間で習得 してい ることがわか る.そ して両者全学習期間 の 約

2分 の1以 上 をプル ーク ・ボーゲ ン到達 まで に,4分 の1以 上をプル ーク ・ボーゲ ン学習

だけに費 して いる.も っと短時間の学習で習得で きない ものか,あ るい はプル ーク ・ボー

ゲ ンの過程 をどう して も踏 まなければ な らないものか,と いうことが今後 の一つ の問題点

であろ う.

次 に両指 導段 階について観 察結果 か ら考察 をする.

(S.指 導 段階)

(1)タ ー ンきっかけ時 の 「屈膝平踏 み先落 とし」を重視 して,そ の運 動要 素で技術体系 を

貫 こうと してい る.例 えばS.No.9,10「 プル ークと直滑降」の場合,伸 膝 プル ークか ら

直滑降への平踏み過程を強調 し,直 滑降か ら伸膝 プル ークへの押 し出 し過程を軽視 してい

るために学習者 がそのまま素直 にS.No.11,12の 「プル ーク ・ボーゲ ン」 の要領 をつか

む ことがで きず,指 導者 もそ の連係 について疑問 をもち,学 習効果 を妨げてい ると思われ

○
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る.そ のため にプル ーク ・ボーゲ'ン習得 にか な りの時 問を要 しているのではなかろ うか.

(2)S・No・6「 制動 プル ーク」 およびS.No.14「 プル ーク ・ク リス チャニア」,S.No.15

「シ ュテム ・ギル ランデ」,S・No・16「 シ ュテム ・ク リス チャニア」 の一連 の指導段階 は,

必 要学習課程では あるが,全 体 の技術体系か らみれば若 干異質 の動作要素(屈 膝時期 がS.

No・17の シ ュテム ・ク リス チャニアと異 なる)で あると考え られ るので,指 導者 は学習者

の上達度を余 り考慮 しなか ったよ うで ある.

(3)運動要 素か らこのS・ 指導段階 を連係すれば,S.No.10「 プ ル ーク と直滑降」か らS.

No・14「 プ ルーク ・ク リスチ ャニア」,S.No.15「 シ ュテム ・ギル ランデ」,S.No.16

「シ ュテ ム ・ク リスチ ャニ ァ」 とな り,S.No.13「 プル ーク ・ボーゲ ン」か らS.No.17

の 「シ ュテム ・ク リスチ ャニァ」 とな るものではなかろ うか .指 導の実際例(方 法1の(1),

(5)をみ て も,プ ル ーク ・ボ ーゲ ンか らス トックを活用 してス ピー ドとバ ランス をつかみな

が らシ ュテム ・ク リスチ ャニア,パ ラレル ・ク リスチ ャニア とダイ レク トに進む方が結果

的にははや くク リス チ ャニアに到 達で きる.そ してプル ーク ・ク リスチ ャニア,シ ュテム

・ギル ランデ,山 まわ り等 はシ ュテム ・ク リスチ ャニア
,パ ラレル ・ク リスチ ャニアに進

ん でか らそれ らの確 実性 を増 すために改めて学 習する方が効果 的だ と思われ る.

(T.指 導段 階)

(1)伸膝 運動過程で のテールの押 し出 しを重視 し,屈 膝 は膝 のき りかえ(エ ッジ ングの き

りか え)を 容易 にす るため のもので,平 踏み先落 と しを意識 していない.そ して運動要 素

と して は終始一貫 して膝 の屈伸 と伸膝 プル ーク,屈 膝 プルークおよび屈膝 の膝 き りか えに

徹 して いる.こ れ は学習者 にも指導者 にも要領が把握 し易 く迷 いが生 じない.そ の反面運

動神経 の鈍 者 にはアソビが ないことで行 き詰 まる可能性 も秘めて いる.

(2)T・No・1～6は 屈膝 と伸膝 を交互に学習 してい るが,T.No.1,3,5とT.No.2,唱

4・6と い うよ うに屈膝系 統 と伸膝系 統を夫 々別に学習す る方が効果的ではな いか とい う疑

問 を残すが,こ れは今 後の研究課題で ある.

(3)T・No・8「 直滑 降とプルークの連続 」 と同 じ運動感覚でT.No.9「 片 脚交互の プル

ーク」をす ることは初 心者を して 自然に プル ーク ・ボーゲ ンに導入で きるが
,両 脚開 きに

な る者が あり両脚操作か ら片脚操 作への移行で抵抗が少 しみ られた .し か し片脚伸膝 時に

腰 の浮 き上が りを無 くすよ う指 導すればす く・矯 正で きた.

(4>T・No・11「 両 膝 き りかえ の直滑降 とプルーク」 は両膝 を開 くときスキ ー の先端が ど

うして も開 きす ぎて過度の開脚 とな り不安定 とな る.し か し,次 のT.No.12「 プ ル ーク

内膝 きりかえ山まわ り」がで きるよ うにな るとス ム ーズに学習効果 を あげてい った .た だ

し足 首,膝 の曲げは必要条件で ある.

(5)T・No・15「 プ ル ーク ・シ ュブ ンク」 がで きれば,あ とは時 間の問題 でシ ュテム ・ク

リス チ ャニア,パ ラレル ・ク リス チ ャニアへ と上達 してゆ くと考え られるが,本 研究 の4

日間の期 間で は進め なか った.

最 後 に,本 研究 のS・ 指導段階 と して用 いたSAJス キ ー教程 も問題点 多 しとして1973年

9月 に全面改訂 出版 され る予定で ある.曲 進系主体 の教程 か ら改訂版 では曲進系(ピ ボ ッ

ト・ターンという名称で)を 応用編 に発展技術 と してス テ ップ系,ジ ャンプ系 とと もにラ

ンクづ けされ る筈で ある.そ うなれば,T.指 導 段階は もっと要約,洗 練 させ て中,上 級

者 の 「抱え込み送 り出 し」 技術の指導段階 に活用で きる し,指 導 の実際例(方 法1の(3),

(4Dか らも中級者に最 も効果的な指導段階で あった と考え る.
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要 約

実際 のス キー技術指導の場において,S.A.J.の 指 導段階 と著者のT.指 導 段階 による指

導 を夫 々グル ープ別 に4日 間実施 して,そ の両指導段階 と学習効果 を比較考察 して きたが,

そ の結果 の概略 は次 のよ うな もので あ った.

1.4日 間 の学習期間で は,最 終 的に男 子は両群 と もシ ュテム ・ク リス チ ャニアの初歩,

女 子はS群 がプル ーク ・ボ ーゲ ン,T群 が プルーク ・シ ュブ ンクの習得 をみた.そ して プ

ル ーク ・ボ ーゲ ン習 得 までの所要時 間は,S群 は男子 が約2日 半,女 子 が約3日 余,T群

は 男子が約2日,女 子が約2日 半,ま たプル ーク ・ボ ーゲ ンだけをみればS群 は男子 が約

1日,女 子が約1日 半,T群 は 男子が約1日 弱,女 子が約1日 強の時間 を要 してい る.

2.S.指 導 段階 は,タ ーンき っかけ時 の 「屈膝 平踏 み先a一と し」を重視 しているが,そ の

指導段階 の順序 を忠実 に当てはめて指導 した場合無駄 と思われ る運動要素 もあって0貫 さ

を欠 き,学 習者 も指導者 もそ の要領把握 に迷 いが生 じる.そ れ は 「プル ークと直滑降」か

ら 「プルーク ・ボーゲン導入 」へ の過程,お よび プル ーク ・ク リス チ ャニア,シ ュテム ・

ギル ランデ,シ ュテム ・ク リス チ ャニアへ の一連 の運動で ある.

3.T.指 導 段階は,そ の点運動要素 が一一貫 して伸膝 と屈膝,伸 膝踵押 し出 しと屈脚 ター ン

内膝 きりかえに絞 られて,指 導ポイ ン トが明確にな ってい るため学習 上無駄 な動作 がない.

しか しその反 面融通性 に欠 け る恐 れがある.

4.T.指 導 段階 のプル ーク・ボ ーゲ ン導入 を 「片脚交互のプル ーク」 として前指 導段階の

「直滑降 とプル ーク」か ら結びつけてい ることは学習 者に も理解 しやす く抵 抗な しにプル

ーク ・ボーゲ ンに導入で きる
.ま た 「プル ークllぽ わ りシュブンク」の内膝 きりかえ も効

果的 な指導段階で ある.

本 研究 には,SAJ公 認 準指導員村井博昭,稲 葉悟 史,.ヒ 野 博美,菊 水武司,松 田真三

の各氏 および 白峰会会員上級者 の協力 を得た.記 して感謝の意 を表す る.

註

1.全 日本 スキ ー連 盟 編:SAJス キ ー教 程,ス キ0ジ ャー ナル,1969.P.153.

2.前 掲1,p.14

3.前 掲1,p.7.お よび 西 山 実 幾:新 しい回 転 技 術,ス キ ー ジ ャー ナル,1970.pP.2.

4.前 掲3後 者.PP.10～17.

5.全 日本 ス キー 連盟 編:SAJス キ ー教 程,ス キ ー ジ ャー ナル,1971.P.4

6.前 掲5,p.17.

7.HerausgegebenvomOsterreichischenBerufsschilehrerverbandOsterreichischerSchi-

Lehrplan,OttoMullerVerlagSalzburg,1971.(福 岡 孝 行 訳:オ ー ス トリア ・スキ ー教 程,

実 業 之 日本 社,1972)BeugedrehenとStreckdrehenを 基 本線 と して 指 導方 針 を うち 出 して

い る.

8.前 掲7,PP.93～94.

9.前 掲5の 教 程.

10.前 掲5,P.17.

11.前 掲5の 教程.

OP.68の 基 礎 回 転 技 術 の フ。ル ー ク ・ボー ゲ ンとP.105の 曲進 系 技 術 の プ ル ー ク ・ボ0ゲ ンは

同一 の運 動 要 素 と して は っき り示 す方 が よ いの で は な いか,

OP.71の シ ュテ ム ・ ク リスチ ャニ ア 練 習方 法 の ③ と ④ は 脚 部 の 運 動動 作 が 異 質 で は な か ろ



高 橋:新 しい ス キ ー 回転 技 術 の 指 導 段 階145

うか.曲 進 系 に統 一 す れ ば ④ だ け で よ い の で はな い か,

OP.108の 平 行 開 き ク リス チ ャニ ア は,ブ ラ イ ト練 習 で はか え っ て実 施 困難 で 学 習 をむ ず か

し く して,そ れ程 効 果 的 な 練 習方 法 で は な い と思 わ れ る,

o基 礎 回転 技 術 か ら曲 進 系技 術 に進 む に は,本 教 程 で は基 礎 回 転 技 術 の性 格 が不 明 瞭 で,目

標 を 曲 進 系 に お い た場 合 は無 駄 な運 動 要 素 が 多 い の で は な いか,等.

12.拙 稿 「ス キ ー指 導 体 系 」 し らみ ね,18:40～50,1972.よ り 「基 礎課 程 」 を 抜 葦.

13.o今 村 源吉 「ス キー 技 術 に お け る"シ ュテ ム系 よ りパ ラ レル ・ ク リスチ ャニ ア へ の 関連"」 休

育 学 研究,6-1:263,1962.お よび 同8-1:176,1964.

o安 井 孝司 「スキ0回 転 の指 導 段 階 に 関 す る考 察 」 体 育 学 研 究,7--1:273,1963.

o栗 林 董 「スキ ー技 術 にお け るプ ル ー クか らパ ラ レル ・シ ュブ ン クへ の関 連 性 一一先 落 と し

は い か に して 行 な うか」 体 育 学 研 究,11-5:272,1967.

o大 山 東 「初 心者 の ス キ0指 導 に お け るプ ル0ク 導 入 に 関 す る一 考 察 」体 育 学 研 究,13-5:

284,1969,等.

14.過 去10年 間 に は,外 向傾 強 調(教 程1963)の 時 代 か ら,外 向 傾 と踵 の ひ ね り押 し出 し(教 程

1965),上 下 動 と荷 重 変 化 に よ る技 術 分 類(教 程1969),更 に抱 え込 み 送 り出 し技 術(教 程1971)

と発 展 して い る.

15.前 掲5の 教 程,PP.52～93の 練 習 方 法 の み 抜葦 して 表 に書 き換 え た.

16.前 掲5,p.26.

17.前 掲5,p.27.

Summary

Thepurposeofthisstudywastoinquireexperimentallytheeffectsandthe

processontheskiteachingprocessinSkiAssociationofJapan(S.A.J.)and

theTakahashi's.ThegroupsconsistedofS.groups(thegroupslearningafter

S.A.J.plan)andT.groups(thegroupslearningafterTakahashi's).Wetaught

theirskiturntechniquetobothbeginners'groupsbyeachprocessforfour

days(aboutfourhoursperday),andrecordedthetimetobeneededtolearn

withobservationoneachsteps.Theresultsweresummarizedasfollows

1.Onthefourthday,maleslearnedelementsof`Stem-Christy'bothofS.and

T.groups,whilefemaleslearned`Snow-plowturn'(S.groups)and`Snow-plow

swing'(T.groups).

2.Thetunetobeneededtolearnfrom`Straightdown-hillrunning'to`Snow--

plowturn'was575minutes(male),770minutes(female)irltheS.groups,and

x.95minutes(male),620minutes(female)irltherh.groups.

3.ThetimetobeDeededforpracticeofonly`Snow-plowturn'was?60

minutes(male),380minutes(female)intheS.groups,and210minutes(male),

?85minutes(female)intheT.groups.

4.TheS.teachingprocesscontainsdifferentmotorelementsthroughawhole

systemofthetechnique,forexample,tolearn`Snow--plowturn'afterlearning
`incessantSnowplowingandStraightdown -hillrunning' ,thestepscontaining

suchmotorelementsas`Plowup-hillturn',`Stem-garland',`Stem-Christy'.

5.Ontheotherhared,theT.teachingprocess,comparedwiththeS.teaching

process,isdecidedreasonablywhattolearn,andthemotorelementsareunified
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simply,astobendtheknees,toextendtheknees,tothrustoutthetailsofskis

extendingtheknees,tochangetheedgingofskisbendingtheknees.


